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＜連絡事項＞
・薬局　梅内氏より
ＤＩ ニュースが各病棟メールで送信されています。各自確認して下さい。
・令和元年度　特別法人研修を実施します。

　　日　時：7月11日（火）17:15～18：30
　場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
　テーマ：｢嚥下リハサポート研修
　　　　　　～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハビリテーションとの関係～」
　講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）
　　　　仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）
　　　　三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

　　ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～
　　　場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

　　当日の出欠予定の記入を各自でお願いします。
・本日の皮膚科診察は休診です。次回は7/4（木）となります。
＜患者様連絡事項＞
・石井　幸子様～現在外泊中であり、自宅から青陽館の体験利用へ行かれ問題なく帰院されています。6/28（金）に右臀部に筋注分のハロマンス注50㎎　１ｍＬ 1 管 処方となっています。
・犾守　佑太様～「コスモス園」の見学の為、母様と一緒に外出へ行かれています。
　　　　　　　　体験では、「農作業に行った人が多く、残った利用者様10名と円になって自己紹介を兼ねて施設の事などを教えてくれて、最後に手話しながら歌ってくれた。」施設の印象について良かったと話しています。

次回、外泊①7/1（月）10時～7/3（水）14:30　（7/2（火）9：00～15：00体験入園）②7/8（月）10時～7/10（水）14：30（7/9（火）9：00～15：00　体験入園）を含めて母様送迎予定で外泊希望されています。
体験利用時のお昼の昼食は弁当持参とのこと。指導員には、「退院したら月・水/回就労していきたいと伝えました」と話しており、まず体験してみて続けることができそうかどうか、その後決めても良いのではと説明するも、「そんなに長引かせると退院が伸びるので・・・」と話しています。
・井上　和美様～疼痛時の継続指示薬ロキソプロフェンNa（60）1Tの残が4回分しかない
　　為、10回分処方となっています。
＜要注目患者様情報＞

・成田　富士子様～深夜帯5：00起床し手洗いを行っているが他者が洗濯の準備をしている状況を見て不満を訴えています。相手の方にはスタッフから指導しておくことを伝えています。7:40一昨日の他者トラブルについて訴えがあり、「やっぱりＵさんを見ると、暴力的な考えが浮かんでしまいます。暴力を振るわれたことを忘れられません。衝動的になる事を部屋に行って抑えてますが、他にいい方法はありませんか？」と聞かれています。衝動性の解消として、物を壊していい環境で破壊する事や、使用済のノート・メモを破く等の方法、他にも解消法で何かいいものがあったら、お知らせしていく事を伝えられています。日中は、頓服薬を服用する事もなく他者の不満を訴えることもなく経過しています。血糖値も朝121㎎/dl、昼143㎎/dlでしたが、ＯＴ中15：45低血糖症状訴え聞かれ、血糖71㎎/dl。飴で対応し帰棟後、嗜好品摂取、16:40血糖値　226㎎/dlで経過しています。作業中の低血糖に注意しながら、引き続き、身体症状、精神症状の観察をしていきましょう。
・小笠原　美千代様～今朝9：20「頭を叩けって聞こえる」と幻聴訴え、セラニン50㎎1服用しています。服用後、ＯＴやプログラムへは拒否なく参加されています。眠そうな表情をされていますが、日課の遅れは見られません。精神症状の観察を行い、本人が症状を訴える事ができる環境作りと、症状に合わせた対応が出来るよう支援していきましょう。
・小笠原　文人様～気分の高揚さや奇異行動が見られ、スタッフに見せずに薬包を破こう
としたり、服薬後の服薬チェック表の記入を忘れている事があり、服薬ボードをスタッフ預かりとしていました。本人から服薬ボードをいつまで預かるのかと確認あり、本日の様子をみて検討していきます。気分の高揚さは見られていますが、奇異行動や他者への話し掛けは目立たず経過しています。かと思うと退職した医師の名前を出し、「自分1人で青山荘に行っても良いって言ってました。」と一方的に言われる事あり、その後も小声での独語聞かれています。精神症状の観察を行い、周囲とのトラブルに注意していきましょう。
6/29（土）スタッフ付き添いでよこまちストアに買い物へ行く予定です。

・松川　順子様～確認行為頻回に見られ、声掛けにもぎこちない様子見られています。日
中の身辺整理では、声掛けだけでは動けず、一緒に行いながら指導して
います。不安そうな表情をしながらも一緒に行っています。
入浴後より、洗濯が気になり落ち着かない様子は継続しています。スム
ーズに行える様声掛けしていきましょう。
・井上　和美様～6/24（月）より、腰痛を訴え作業・プログラムを休む事が増えています。
　　　　　　　　今週は、毎日の様に疼痛時の頓服薬ロキソプロフェンNa　1T服用されています。入浴も6/21（金）以降入浴していないので、明日の入浴時に促していきましょう。
＜安ヶ平Ⅾrケース検討・診察状況＞
・上村　みわ様～朝食後薬の服用の声掛けに「腎臓病の薬なので飲まなくてもいいです。3日間血圧も測りません。」と話しています。腎臓の薬ではなく、血圧の薬である事を伝えるも理解できず「違います。腎臓病の薬です。」と言い張っています。去年の5月は、これで1ヶ月間拒薬した経緯あり、時間を置いて対応する事とし服薬カレンダーは詰所預かりとしています。再度声掛けしていますが聞き入れず、拒薬しています。日勤リーダーより主治医へ報告し、経過観察の指示受けています。
　　　　　　　　　昼食時はレストランに行いかず、臥床しており、声掛けした所「食べません。今日から3日間食べません。」と話しています。5分後、訪室すると臥床しており「食べません。飲みません。37㎏まで体重減らします。」と答えています。再度、食事や服薬の必要性を説明していますが、聞き入れる事が出来ず、拒否し続けており、経過観察としています。昼の血圧測定を拒否されていましたが、訪室し、臥床しているままで「測定しますよ。」と言って上腕に巻き測定。特に抵抗する事もなく、むしろ自ら応じようとする姿勢見られています。158/87mmHg。無言で特に訴えはありません。
　　　　　　　　　診察では、主治医より内服や血圧測定の拒否を3日間休む事の許可頂いていますが、服薬・血圧測定できる場合は、頂くようにしましょう。
・三上　勇様～深夜帯　3：30覚醒され、洗面行っているが、歩行器使用しないまま洗面所まで荷物を持って移動している事あり、荷物を持っている状態のほうが危険なため、歩行器は必ず使用する様説明に了承され、歩行器使用して自室まで戻っています。精神症状や歩行状態の観察をしていきましょう。
・中川原　義雄様～必要以上の話し掛けは見られず、落ち着いています。体調は変わらないとの事。「7/3市役所へ行くとかなんとか言ってました。」と話し介護認定調査のためと主治医へ伝えています。
＜馬渡Ⅾrケース検討・診察状況＞
・佐々木　淳様～最近不機嫌さが目立ち、昨日は他者へ粗暴的な言動がみられるようになっています。今日は、日勤帯では不機嫌さ目立たずにＯＴにも参加できています。診察時には、上記の一件について「悪いと思っている。」と話す一方で、「ちょっと軽くたたいただけだ。」とも話しています。話し方はやや早口ではあるが、怒り口調ではなく質問にも返答できています。
　　　　　　　　　臨時薬の内容が、カルバマゼピン（100）2 Ｔ 2×朝・夕食後　7日分で明日から再開となります。歩行状態の悪化に注意していきましょう。
　　　　　　　　ハップスター　2袋処方となっています。
・原　吉郎様～深夜帯　2：00自室の目覚まし時計が鳴っており、覚醒しています。目覚ましのセット時間を確認するよう説明に「ごめんね、止めたから」と話しています。覚醒後寝付けなくなったと訴え、ホールにて過ごしています。
　　　　　　　　3：00には、「服がないから買いに行きたい。行く日はスタッフの都合に合わせるよ」と話しています。他にも日用品で不足している分がある為、今週の買い物を提案し、「それでもいい。決まったら教えて」と話しています。予定として、6/29　10：00～13：00を検討しています。診察では、著変はなく、幻聴体験の悪化はなく落ち着いています。青山荘への入所を待っているところです。外出希望あり許可となっています。処方継続です。
・山下　拓也様～青山荘の日中体験利用について確認頻回に聞かれています。執拗さも見られています。次回の体験利用日は、6/28（金）9：30～15：00となっています。診察では、著変なし。病棟内でトラブルなく過ごせています。買い物への執着はあるものの不穏興奮はありません。処方継続です。
